


















部で「内部衝撃波」を作る (その結果粒子加速が起こる) のではないかと考え、高分解 (使
用したグリッド数は 13000× 1300)の 2次元電磁流体シミュレーションによって検証した。
初期条件として、互いに反平行な磁場を置いて「電流シート」を作り、電流シートの中心
に摂動を与えた。その結果、最終的に速い磁気リコネクションが起こった。そして、その














図: シミュレーション結果のフローチャート。(第 1段階) リコネクションが発生すると、
まずはセカンダリー・テアリング不安定性に伴う内部衝撃波が発生する。(第 2段階)そし
てその後、リコネクションジェットが振動を始めて、電流シートの両側の slow shockに繰
り返し衝突することで、いくつもの fast shockを作る。
(田沼 俊一 記)
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